
授業展開例【5】（45 分）

テーマ 「SNS の書きこみがきっかけで」（５巻『ネット・スマホ』より）

題材の選定の理由

授業内容

授業の様子

・当初は、オンラインゲームに関するトラブルを題材に授業を考えていた。しかし、実際にはオンラインゲームをめぐるトラブル
　が身近で起きていなかったこと、また児童の多くがそのような経験をしていなかったことから、授業計画を見直すことにした。

・スマートフォンを持つ小学生がふえるなか、昨今は小学生でも LINE などのストーリー機能を手軽に扱えるようになってきた。
　ストーリー機能は Instagramや TikTok などにも広く存在し、今後子どもたちが使用する機会が増えると考えられる。また、
　不適切な投稿をきっかけとしたトラブルの増加も懸念されるため、今回のテーマとして取り上げることにした。

・さらに、今回は投稿者である主人公に焦点を当てるのではなく、その投稿を「見る側」の友達に着目させることで、いじめに
　おける傍観者の立場に気づかせる「脱・傍観者教育」を意識して授業を構成した。

①マンガを大型 TVに映しながら見せる
②ミナトの投稿はありか、なしかアンケート投票する（理由も記入）
　ミナトはどのような気持ちで投稿したのかも考える
③投稿するときに気をつけることについておさえる（簡単に）
⑤この物語で気になることはないか考える
　※投稿を見ている友達がなにもアクションを起こしていないことに注目させる
　個人→交流→提出
⑥人を傷つける可能性がある投稿を見つけた場合どうすればよいか考える
⑦感想を書く

・ストーリー機能を利用している児童は、学年全体でみるとおおよそ半数弱であった。ミナトの投稿に対して「これはなしだ」と
　答えた児童は、ほぼ全員にのぼった。

・⑤の場面では、教師が意図していた「傍観者になっていること」について、片方のクラスでは「見ている人たちは何もしていな
　い！」と気づく児童がいた。一方、もう一方のクラスではその点に気づくのが難しく、授業者が気になるコマを提示することで、
　少しずつ気づき始める様子が見られた。ただし、両クラスとも「このまま見ているだけではよくない」ということには、共通し
　て気づけていたようだった。

・⑥の場面では、5年生ながらに一生懸命考えようとする姿が見られた（写真参照）。「誰かに相談する」という意見も出され、
　授業者からは「何かあったときにはスクリーンショットを残しておくことも大切だ」と伝えた。（オクリンクプラス画像）
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「マンガで考える “みんなのキモチ” これって、いじめ？」





振り返りの感想

・⑦の振り返りでは、当初のねらいであった「脱・傍観者」に関する感想は一部にとどまり、多くは「自分自身の SNS の使い方」
　に関するものだった。それでも、児童が自分ごととして捉えていた点は大きな学びであったと感じている。（手書き画像）




